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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組,★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 

（～１１月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

学
ぶ
力
の
育
成 

自分で考えたことを表

現する力を育成する。 

●★言葉の力の育成を推進し,どの教科においても自

分で考え交流する場面を数多く設定して,自分の言葉

できちんと伝える力を育てる。 

「ほかの人の考えを聞いたあと自分の考えを

書いたり,発表したりしていますか」の肯定的

回答が７３％以上。 

堺市学力状況調査 １０月 △ 

ほとんどの児童が友だちの発表を最後まで

しっかりと聞くことができる。しかし，自

分で考え発表できる児童が少ないと感じる

ので，自分を表現できる力を育てたい。 

〇 

「ほかの人の考えを聞いたあと自分の考えを書いた

り,発表したりしていますか」のアンケート肯定的回

答(4～6年)が74％であり，市平均を上回った。表現す

る力をさらに育んでいきたい。 

◎ 

参観で授業の様子を見させてもらったが，子

ども達は，先生や友だちの意見をよく聞いた

あと，自分で考えを表現できていた。 

授
業
改
善 

ICTを活用した授業改善

を行い,総合的な学力の

向上を図る。 

●★一人一台のタブレットを活用し,「個別最適な学

び」「協働的な学び」を実現する。 

「勉強しているときに,わからないことがあっ

てもやり方を変えて,挑戦していますか」の肯

定的回答が６３％以上。 

全国学力学習状況調査 

堺市学力状況調査 
１０月 △ 

粘り強く挑戦している児童は半数以上い

る。しかし基礎学力の定着していない児童

も少なくないので，基礎学力を着実に身に

付けさせ，学びに向かう態度を養うように

努めたい。 

〇 

判断基準のアンケート結果が64％であり，市平均を上

回った。分からないことをそのままにせず，自分に合

った方法を児童自らが選択できるように授業改善に努

めていきたい， 

〇 

ICT活用により興味関心を持って取り組むこ

とができる児童もいる。パワーポイントを使

って，３年生からプレゼンできている。リテ

ラシー教育にも取り組んでほしい。 

道徳年間指導計画をも

とに,道徳的実践力を図

る。 

●道徳的判断力,心情,態度,意欲の向上を図り,道徳性

の育成に努める。 

「人が困っている時に進んで助けています

か」の肯定的回答が９０％以上。 
全国学力学習状況調査 １０月 〇 

困っている友だちに声をかけ，助け合う児

童が増えてきている。 
〇 

「人が困っている時に進んで助けています

か」の肯定的回答が91％であった。道徳性の

育成に努め，実践できる児童を増やしたい。 

〇 

アンケートで肯定的回答が９割を超えている

ので，実践できているの。助けようと思って

も行動することは難しいことである。 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心
の
教
育
の
充
実 

豊かな人権感覚の育成

と規範意識の醸成 

●「居場所・出番」のある教育活動で自分の良さを知

り,自尊感情を育む。 

「自分にはよいところがある」の肯定的回答

が７８％以上。「友だちは自分のよいところを

認めてくれる」の肯定的回答が９２％以上。 

全国学力学習状況調査 

堺市学力状況調査 
１０月 〇 

各学級で居場所づくりに取り組んでいる

が，自分に自信のない児童の割合が高学年

にいくほど高い。しかし，自分の良さを友

だちが認めてくれると思う割合は高い。 

〇 

「自分にはよいところがある」のアンケート肯定的回

答が64％と低い。しかし，「自分のよいところを友だ

ちは認めてくれる」割合は高くなっている。学級が，

自信を持って発言できる安心した場所になるよう努め

ていきたい。 

〇 

居心地の良い教室になるように先生方が取り

組んでいると思うので，子ども達の努力を認

めることに努めてほしい。 

登校時やいろいろな場面において,状況に応じたあい

さつを自ら進んでできるように育成していく。 

「自ら進んであいさつができる」の肯定的回

答が８０％以上。 
学校教育アンケート ２月 △ 

登校時やいろいろな場面で自らあいさつが

できる児童が減ってきている。 
△ 

「自ら進んであいさつができる」のアンケート肯定的

回答が74％であった。学年間での差もあるので，学校

全体であいさつの良さを職員・児童と共有していきた

い。 

〇 

安全管理員，施設管理員も一緒になって登下

校時に，門で児童によく声をかけてくれてい

るので，雰囲気が良く，子ども達が安心して

登校できている。 

いじめ防止基本方針に基づく対応をするとともに関係

機関と連携する。また,日々の生活における幸福感を

高める。 

「学校へ行くのが楽しい」の肯定的回答が 

８５％以上。「自分は幸せだと思いますか」の

肯定的回答が８０％以上。 

全国学力学習状況調査 

学校教育アンケート 
１０月 

２月 
〇 

学校へ行くことが楽しく，幸せだと感じる

ことがある児童が多い。多様性を認め合

い，自他を尊重できる活動を続けたい。 

〇 

判断基準のアンケート結果がともに90％を超えた。い

じめなど児童の困っていることに気づくこたができ，

相談できる教員となるよう学校全体で取り組んでいき

たい。 

〇 

子ども達の登下校の様子を見ていると，足取

りが前を向いているので，目標を持ってやる

ことがあるので目が輝いていると思う。 

健
や
か
な
体 

地域・各家庭と協力し,

基本的な生活習慣を確

立し心身の健康の保持

増進と体力の向上を図

る。 

「早寝・早起き」,「朝ごはん」を毎日続けられるよ

うに校報や保健だよりなどで啓発していく。 

「早寝・早起き」の肯定的回答が５５％以上。

「朝ごはんを毎日食べている」の肯定的回答

が９０％以上。 

全国学力学習状況調査 

学校教育アンケート 
１０月 

２月 
〇 

朝ごはんを毎日食べる児童がほとんどであ

るが，遅刻児童が多いことから早寝早起き

の習慣が身につけられるよう睡眠の大切さ

を伝えていきたい。 

〇 

早寝・早起きは69％，朝ごはんを毎日食べる

が96％となり，早寝早起きは，昨年度を上回

った。生活習慣を改善できるよう眠育をさら

に推進していきたい。 

〇 

朝ご飯を毎日，食べさせていることは脳や体

を活性化させる上でも大変良い。早寝早起き

の改善が見られたので，御家庭に引き続き啓

発してほしい。 

体育の授業や体力向上の取組などを通して,運動の喜

びを知り,主体的に取り組む児童の育成に努める。 

「運動やスポーツすることが好きですか」の

肯定的回答が８５％以上。 
学校教育アンケート ２月 ◎ 

体育の授業を楽しみにしている児童が多く

いる。体力向上に向け，工夫した取り組み

を推進していきたい。 

◎ 
アンケート結果において肯定的回答が高く，体力向上

の取組(かけあし・なわとび)にみんなが楽しく活動で

き，体力・技能の向上への一定の成果があった。 
◎ 

子どもが家に帰ってもなわとび検定の上級を

めざして練習しているので，楽しんで体力向

上できている。 

地
域
協
働
・
学
校
群 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

安心で安全な居場所を

つくる。 

学校群の取組を周知し,

協力体制を構築してい

く。 

みんなが安心・安全に過ごせるように校内環境を整

え,緊急の際の情報等を迅速に発信する。また,日ごろ

の教育活動をHPで掲載していく。 

「ホームページなどで学校の情報をわかりや

すく伝えている」の肯定的回答が９０％以

上。 

学校教育アンケート ２月 〇 

校内環境を整え，清潔さや安全を保ち，児

童が安心して生活できるよう努めている。

学校からの情報を迅速に分かりやすく発信

している。 

◎ 

「ホームページなどで学校の情報をわかりやすく伝え

ている」のアンケート肯定的回答が98％であった。学

校からの情報を迅速に分かりやすく発信することを引

き続き努めたい。また，校内環境を整え，児童が安心

して生活できるよう努めていく。 

◎ 

ホームページで学校の情報や子どもの様子が

よく分かる。写真が掲載されると，親も子も

楽しんでいる。 

★学校群の取組を通して,小中連携や小小連携を進め,

９年間を見通したカリキュラム改善に取り組む。 

「校区の小学校と一緒に学習することは楽し

い」の肯定的回答が８５％以上。「３年生の時

から学校群交流があり,中学校への不安が減少

した」の肯定的回答が６５％以上。 

学校教育アンケート ２月 〇 

３小学校の３年～５年が総合学習や体育等

の教科において交流し，６年はにんげん学

習交流会において交流できた。。 

〇 

学校群の連携がより進み。アンケート結果により，交

流が充実してきたと感じている。中学校に向けて段階

的に横の連携が深まっていくように今後も推進してい

きたい。 

◎ 

幼稚園やこども園で一緒だったお友だちに会

えて喜んでいる。中学校に行くことを楽しみ

にしているようである。 

「確かな学び」の現状 

・学校群の取組「９年間を見通したカリキュラム」とリンクさせ,算数科研修テーマを「考え表現する力を育てる算数科授業の創 

造」～言葉の力を高める言語活動の充実をめざして～として小中連携や小小連携を進めている。 

・全国学力調査において国語「言葉の特徴や使い方に関する事項」算数「直方体・円柱の見取り図や展開図を作図できる」の項目が 

高く,これまで研修目標として取り組んできた成果や,中学校連携の成果が表れてきていると感じる。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

・「学校へ行くのが楽しい」「自ら進んであいさつができる」がともに８０％を超えている。「友だちは自分の良いと 

ころを認めてくれる」は９５％と高い数値となっているが,「自分にはよいところがある」は堺市平均を下回る。 

・ルールを守ろうと努力する児童や「運動やスポーツをするのが好き」だと答えた児童が,８０％を超えている。 

「早寝・早起きができている」５０％程度であり,児童・保護者への継続した声掛けが必要である。 

。 

≪新浅香山小学校 令和７年度の重点目標≫   「よりよくしようと考える喜び、人の役に立つ喜び、表現する喜びを持つ児童の育成」 

（様式⑦ 小中学校） 

 

校長より（年度末） 

 今年度は，市の方針である「学びのコンパス」に向けて各教科において系統的に計画・実行できたと考えている。しかし，この教科学力を推進してい

くために欠かせない「基礎基本の定着」が身に付いていない児童も少なくない現状がある。そのためにも全教員で基礎学力向上に向けた取組を徹底して

いきたい。また，心の教育として「気持ちの良いあいさつ」ができる児童を増やしていけいるように，教員が率先垂範して改善に取り組み，活気溢れる

学校となるように教育活動すべてにおいて取り組んでいきたい。 

 

 

学校関係者評価者から（年度末） 

良い人に育てていくことが教育の目的である。小学校に上がっても保育園とつながっており，子も

親も安心している。目が合う人に育ってほしいと思っており，○○しながら話をするのではなく，し

っかりと目を合わせて話をするようにしている。大人になって二十歳のつどいにも参加してくれた時

に，声をかけてくれるので嬉しく思っている。 

≪五箇荘学校群の目標≫  

「自ら学びに向かい、自ら取り組み、自ら表現できる子どもの育成」 

≪中学校区におけるめざす子ども像≫  

「個性を伸ばすとともに，自らを律し他を思いやることのできる子」 


